
第２３回 番組審議会議事録 

 

 

１．開催日時   平成 26 年 12 月 3 日 

２．開催場所   あいのの温泉 鶴ヶ池荘 コンベンションホール  

３．委員出席   委員総数  6 名 

         出席委員数 4 名 

   

出席委員   鈴木 信好     委員長 

岡部 えり子    副委員長 

                土田 百合子    委 員 

橋本 知加子    委 員 

 

欠席委員   佐々木 隆一    委 員 

       佐藤 誠一     委 員 

        

 

 

       ◎横手コミュニティ FM 放送株式会社 

         出席者 11 名 

奥山 和彦  代表取締役社長 

渡部 尚男  代表取締役副社長 

打川 敦   代表取締役専務／放送局長 

齋藤 善一  取締役 

高橋 雅博  総務局長 

小笠原 豊  コンテンツ局長／番組審議会事務局長 

柴田 優子  営業局営業部長／コンテンツ局制作部長 

樫尾 正   編成部長 

高橋 潔   総務部長 

木匠 一公  総務部ディレクター 

細川 正実  営業局営業部／コンテンツ局制作部／ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（１）12 月課題審議  審議番組『横手清陵学院 10 年の歩み』 

            （9 月 24 日水曜日 午後 8 時～午後 9 時 放送分） 

（２）その他 

 

４．審議事項 

（１）①審議番組『横手清陵学院 10 年の歩み』について 

 

【土田委員】 

・初めて聞くことが多く大変ためになった。 

・例えば図書館のドアを開ける音など SE が聴く側の立場に立って工夫されている。 

・図書室へのタブレットの導入などはこれからの横手市の課題でもあるので紹介してもらえてよかっ

た。 

・清陵学院に雪室があるのは知らなかった。 

・横手の市内の小学校でも統合があるので各学校のいいところをこういう企画で紹介してくれたらと

思う。 

 

【岡部委員】 

・中学生から高校生へのインタビューは、中高一貫校ならではの企画でよかった。 

・OB・OG のインタビューもあり、清陵学院について初めて知ったことがたくさんあった。 

・内容がとても充実していた、制作にどのくらいの時間がかかったのか？ 

・最初に話していた高校の生徒会長の話す速度が徐々に早くなっていったのが気になった。 

 それを指導できれば更に良かった。 

 

 

【橋本委員】 

 ・フレッシュな番組で、中学生は中学生らしさが、高校生は高校生らしさが表現されていて出て良か

った。 

・学校をより身近に感じられるような内容になっていた。 

・中高通じて和気あいあいとされていたのは清陵ならでは。 

 ・曲やつなぎなど、SE も気に入った。 

・クイズの答えのあとに、解説があれば（理由など）なお良かった。 

・内容はどのように構成したのか？生徒が作ったのか？FM がどのくらい関わったのか知りたい。 

 

【鈴木委員長】 

・ロボコンと無線も優秀な成績を残している学校（全国一）なので今後も PR しては？ 



・一生懸命さが伝わってくるような番組。 

・名前は必要ない 

 

 

【佐々木委員】（FAX） 

・テレビと違い音声でしか届かないことをもっと意識するべき。 

・自己紹介はあるが途中一切出てこないので、名前で呼び合うなどの工夫が欲しい。 

・校歌の紹介などでも一度聞いたあとに説明が欲しい 

・頭で本日のメニューを紹介してほしい。 

・一気に４５分は長い。途中で１曲入れても良かったのでは？ 

 

 

≪会社側からの回答≫ 

【柴田制作部長】 

・制作について、学校側と FM との打ち合わせが 2 時間。 

生徒と構成についての打ち合わせが 2 時間。 

収録は学校に 5 回ほど伺って、待ち時間も含めて 20 時間ほどかかった。 

・学校紹介、探検隊など様々なコーナーがあったが、生徒が発信したいものを FM がそれをできる 

ようにディレクションした。そのために時間がかかった。 

 ・引き続き、大雄地域・雄物川地域の閉校特番も制作中。 

  

 

 

【小笠原コンテンツ局長】 

 ・名前の紹介はくどくなるので、あえて一回にした。 

 ・生徒たちの自主的な思いを尊重する形で進めたため、頭にメニューを入れるなどの 

  ことまで関与できなかった。今後このような場合はアドバイスしたい。 

・いいところは伸ばしながら、悪いところは直しながら制作したい。 

 

【柴田制作部長】 

  ・コーナーごとに制作スタッフが分かれていたので、情報共有がうまくいかなかった。 

  ・SE は学校からの要望で入れたもの。 

  ・解説の部分もより一層気を付けていきたい。 

 

【打川放送局長】 

・今年は平成高校の 20 周年もあったので、両方放送する力はなかったので話し合い、初めての中高一

貫校ということで清陵を放送した。 

・去年の城南の 100 周年に続き放送し、また閉校特番も放送、いずれにせよ子供の声を電波に乗せた



いという気持ち。 

【鈴木委員長】 

・上手というよりも一生懸命さが伝わってくるいい放送。 

 

 

（１）②その他の放送番組について 

 

【橋本委員】 

・もし可能であれば、月曜朝 8 時半に放送している和尚さんのまごころ法話を再放送してもらいたい。 

  もう一回聞きたいという反響があったのでお願いしたい。 

 

【小笠原コンテンツ局長】 

・とても良い内容なので検討したい。 

 

 

 

５．意見の概要の公表 

公表の方法 自社ホームページ（ＵＲＬ）への掲載 

公表の案内 議事の概要 

公表年月日 平成 27 年 1 月 6 日 

 

６．次回審議番組 

「YOKOTE BLOCK FM」（毎週水曜日 午後 6 時から放送） 

 

７．備考 

  1月は休会とし、次回は 2月 4日に開催予定。 


